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58. 東広島における茅葺き民家の保存・消滅実態とその要因に関する研究 
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1. 背景と目的 

茅は、縄文時代から竪穴式住居の屋根材料として最初

に使用され、屋根の原点であり伝統民家である。しかし

近年、茅葺き民家は急激に消滅の途をたどり、現在県内

には、人が暮らす茅葺き民家はわずかである。北欧では、

茅葺き屋根がブームとなっており、その理由として茅葺

きは形がよく、茅は環境的に素晴らしい素材であるなど

のことから人気があり、注目されている。 

本研究では、東広島市内

の茅葺き民家の保存・消滅

実態を把握し、屋根葺き職

人の減少、葺き替えのコス

トなど茅葺き民家の減少理

由を把握する。 

2.研究の手順        写真 1 茅葺き民家 

（1）調査対象と調査方法：2002 年 9 月 1 日の時点で確

認注 1）されている 82 戸の茅葺き民家を対象に、フィール

ド調査、文献調査を行う。その後、2010 年 7 月 5 日現在

現存している民家で空き家となっている民家を除いた民

家を対象とした、ヒヤリング調査を行う。 

（2）フィールド調査：フィールド調査の内容として「現

状」の確認、「民家の写真」を撮影し「屋根材料」「屋根

の状態」「棟様式」「屋根形式」「使用用途」「敷地内建物

の有無」「その他備考」を記録する。そして、現存民家を

地図にプロットし、分布図を作成する。 
（3）ヒヤリング調査：ヒヤリング内容として、「良いと

ころ、悪いところ」「葺き替え費用」「屋根葺き職人」「屋

根の被覆を考えているか」「なぜ被覆したのか」などにつ

いてヒヤリングを行う。 

（4）減少要因の考察：フィールド調査結果とヒヤリング

調査結果をふまえて茅葺き民家の保存・消滅実態とその

要因を考察する。 

3.フィールド調査・考察 

3.1 茅葺き民家の保存・消滅実態  

 フィールド調査の結果、82 戸あった茅葺き民家で茅葺

き屋根を露出させて現存しているものが 48 戸であった。

そのうち、屋根の状態が「良」のものが 38 戸、「悪」の

ものが 10 戸である。その他は「被覆」しているものが 8

戸、「一部被覆」しているものが 2 戸であった。つまり

82 中 58 戸の民家が現存し、24 戸の茅葺き民家が消滅し

取り壊されたか建て替

えられたことになる。 

 茅葺き民家は、「西

部・志和」「西南部・黒

瀬」「北部・豊栄」「東

部・河内」の 4 つの地

域に分布していること

が現存民家の分布図

（図 1）から読み取れ

る。 図 1 現存民家

の分布図 

3.2 茅葺き民家の現状     

 現存民家 58 戸の内、屋根の状態が「良」の民家が 38

戸。残りの 20 戸の内 10 戸は、屋根の状態が「悪」の民

家である。「被覆」の民家は 8 戸で、全て「母屋」として

使用されている。「一部被覆」の 2 戸の民家は、「母屋」

として使用されているが、今後屋根を葺き替えない限り

「被覆」もしくは「消滅」となるのは時間の問題である。 

 屋根の状態が「悪」で「空き家」「その他」として使用

されている 6 戸は、「消滅」となるのは時間の問題である。

つまり、屋根の状態が「悪」で「母屋」として使用され

ている民家は、次に住む人がいなければ消滅の可能性が

高い。「その他」とは「別荘」「趣味」として残っており

このまま使用されるのであれば、消滅の可能性は低い。

また、屋根の状態が「良」の中に「空き家」となってい

るものが 2 戸あり、新しい家主が現れない限り、メンテ

ナンスされないまま消滅の途をたどる。            

表 1 フィールド調査結果 
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タイプ１ 母屋 29 26 24 5 0 27
タイプ２ 空き家 2 1 1 1 0 1
タイプ３ その他 7 4 4 3 1 3
タイプ４ 母屋 4 2 2 2 0 4
タイプ５ 空き家 4 0 2 2 0 0
タイプ６ その他 2 0 2 0 0 2
タイプ７ 母屋 8 2 6 2 0 8
タイプ８ 空き家 0 0 0 0 0 0
タイプ９ その他 0 0 0 0 0 0

タイプ１０ 母屋 2 0 0 2 0 2
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タイプ１３ 消滅 24 - - - - -
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3.3 消滅が進んでいる地域 

 消滅が進んでいるのは「西部・志和」「西南部・黒瀬」
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「北部・豊栄」である。中でも「北部・豊栄」は東広島

市の北部で、雪などの影響で茅が傷みやすくこまめにメ

ンテナンスをしないと、他の地域より消滅しやすい。今

現在も「豊栄」「黒瀬」には、空き家となっている茅葺き

民家が 2 戸づつあり、消滅する可能性がある。また、屋

根材料が「被覆」の 10 戸の内 3 戸が「志和」にある。茅

葺き民家が集中している地域でも茅葺き屋根の消滅は進

んでいることがわかる。 

4.ヒヤリング調査結果・考察 

 ヒヤリング調査は、現存している 48 戸と被覆している

10 戸を含めた 58 戸から、空き家となっている民家を除

いた 52 戸を訪問し、その内 26 戸の民家にヒヤリングす

ることができた。ヒヤリング内容とその回答を、ヒヤリ

ング内容と回答に記す。（表 2） 

表 2 ヒヤリング内容と回答 

質問 回答 意見

1
茅葺き屋根
の良いとこ

ろ？

夏す涼しく、冬暖かい 19/26（人）
落ち着く 1/26（人）
日本の文化である 2/26（人）
家の中が広い 1/26（人）
心にゆとり 1/26（人）
分からない2/26（人）

・瓦は暑い

2 悪いところは？

維持が大変 18/26（人）
台風に弱い 2/26（人）
隙間風が寒い4/26
分からない2/26（人）

・トタンにしたとしても火
事が怖い

3

屋根を葺い
てもらってい
る職人はだ
れか？

志和掘　石井元春 14/26（戸）
北広島町　伊野文之助 1/26（人）
熊野町　沢木端吾 2/26（人）
大和町　清水愛之 1/26（人）
自分 1/26（人）
分からない 7/26（人）

・後継者を育ててほしい
・職人が減っているので
心配

4

1回の葺き替
えの費用は
どのくらい
か？

約200万円（50年前）1/26（戸）
約400万円（30年前）4/26（戸）
約150～200万円（20年前）8/26（戸)
約1000万円（5年前）1/26（戸）
分からない12/26（戸）

・最近の茅は質が悪い
のですぐに修理をするこ
とになる
・少し修理するだけで40
万円かかる

5
棟様式に対
して意識して
いるか？

意識している 10/26（人）
意識していない9/26（人）
分からない7/26（人）

・葺き替えする時足場を
組める
・大工さんの影響で箱棟
にしている
・ゆがんだらすぐ直す

6

今後屋根を
被覆したいと
考えている
か？

考えている5/26（人）
考えていない21/26（人）

・ずっと残していきたい
・トタンは嫌い
・空き家になるから考え
ていない
・崩れるのを待つだけ

7
なぜ被覆した
いと考えてい
るか？

職人がいない2/5（人）
屋根の葺き替えにお金がかかる3/5
（人）

・地方から職人を呼ぶに
も費用がかかる
・葺き替えが安くなっても
被覆したいと思う

8
なぜ被覆した
か？

材料が集まらない 1/2（人）
ボロボロだった 1/2（人）

・職人を呼んだとしても十
分な対応ができない

9

被覆して良
かったこと悪
かったこと

屋根がきれいになった1/2（人）
茅葺きを維持できなくて残念1/2（人）

・被覆して茅葺きも良
かったなと思うことがあ
る

共
通

茅
葺
き
民
家

被
覆
民
家

 
4.1 屋根の葺き替え費用 

 今回ヒヤリングした民家で屋根全体（4 面）を葺き替

える時の費用は約 200 万円（50 年前）～約 1000 万円（5

年前）であった。ヒヤリング内容と回答から「お金がか

かり、維持が大変」とあるが、屋根だけの費用に注目し、

どれだけ一般の屋根と違うのか比べてみる。 

 某リフォーム会社で、築 20 年で 138.5 ㎡の古くなった

瓦屋根を葺き替える費用が約 200 万円と言った工事事例

がある。茅葺き屋根の大まかな工事費見積もりとして「屋

根坪数×7＝工事費（万円）」と言うものがあり、同じ面

積で計算すると、茅葺き屋根の葺き替えは約 300 万円か

かるということになる。これから、屋根のメンテナンス

費用は茅葺き屋根の方が同等もしくはそれ以上である事

がわかる。しかし、屋根を被覆しようと考えている民家

は少なく「維持費が高くても茅葺き屋根を残したい」と

言う意見は多く、被覆をした民家の住民も「被覆して茅

葺きも良かったと思うことがある」と言った意見も聞く

ことができた。 

4.2 屋根葺き職人 

 屋根葺き職人として、志和堀の石井元春氏（14/26 戸）

が、多くの茅葺き民家の屋根を葺いていて、「西部・志和」

「西南部・黒瀬」の民家はほとんどこの人が葺き替えて

いる。その他、熊野町の沢木端吾氏（2 戸）、北広島町の

伊野文之助氏（1 戸）、三原市の清水愛之氏（1 戸）など

広島県で有名な職人が名を並べている。 

 しかし屋根葺き職人も、高齢化などの理由から人数が

少なくなってきている。茅葺き民家の住民も気にしてお

り、「後継者を育ててほしい」「職人さんがいなくなると

心配」と言った意見も聞くことができる。中には「職人

がいないから被覆する」と言っている住民もいた。その

場合「職人がいたら維持できるのか？」という問いかけ

には「いたとしても費用がかかるから分からない」との

ことだった。これは、屋根を被覆した要因にもなってい

て「地方から職人を呼ぶにも費用がかかる」「職人を呼ん

だとしても十分な対応ができない」からである。 

5．結論 

茅葺き民家は、主に「西部・志和」「西南部・黒瀬」「北

部・豊栄」「東部・河内」の 4 つの地域に分布しており、

同時に「西部・志和」「西南部・黒瀬」「北部・豊栄」は

消滅が進んでいる地域でもあることがわかった。 

母屋として使用されている茅葺き民家は、主に「西部・

志和」「西南部・黒瀬」に分布していた。その要因として、

志和堀の石井元春氏が屋根葺き職人として活躍している

からである。 

 母屋で屋根の状態が「悪」になるまで放置している要

因として、今現在住んでいる住民が亡くなった時などの

際、その茅葺き民家に住む次の世代の住人がいないから

である。同じ要因から空き家となっている民家もあり、

消滅するのは時間の問題である。 

注 1）西中国茅葺き民家保存研究会の作成した平成 14 年（2002 年）

9月1日の時点での、茅葺き民家分布図（げいびグラフ第91号, p.9）

より確認した 
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